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と

う

こ

う

後

援

会

だ

よ

り

「

児

童
表

彰
」

十

月

二

十

六

日

に

、
「

下

野

市

児

童

表

彰

式

」

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

下

野

市

の

児

童

一

人

一

人

の

良

さ

を

見

出

し

て

表

彰

す

る

こ

と

に

よ

り

、

自

信

と

誇

り

を

持

た

せ

、

健

全

な

心

身

の

発

達

を

助

長

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

も

の

で

す

。

市

内

全

て

の

小

学

生

が

在

学

中

に

一

度

受

賞

す

る

こ

と

と

な

っ

て

い

ま

す

。

本

校

で

は

六

年

生

十

名

表

彰

さ

れ

ま

し

た

。

「

健

康

賞

」
「

努

力

賞

」
「

学

芸

賞

」
「

明

朗

賞

」
「

親

切

賞

」
「
体

育

賞

」
「
友

情

賞

」
の

七

つ

の

賞

に

対

し

、

広

瀬

市

長

様

か

ら

メ

ダ

ル

を

、

池

澤

教

育

長

様

か

ら

表

彰

状

を

授

与

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

後

輩

の

手

本

と

な

る

よ

う

に

行

動

し

、

中

学

生

に

向

か

っ

て

頑

張

っ

て

欲

し

い

と

お

話

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

児

童

代

表

の

田

上

愛

瑠

さ

ん

は

「

諦

め

な

い

で

努

力

し

て

よ

か

っ

た

。

今

日

メ

ダ

ル

を

い

た

だ

け

た

こ

と

に

家

族

に

も

感

謝

し

、

卒

業

ま

で

の

半

年

を

大

切

に

過

ご

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。
」

と

力

強

く

を

お

礼

の

言

葉

を

述

べ

ま

し

た

。

（
メ

ダ

ル

の

デ

ザ

イ

ン

は

、

本

校

の

卒

業

生

宇

賀

地

洋

子

さ

ん

の

作

品

で

す

。
）

十

一

月

三

日

（

土

）

に

吉

東

小

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

今

年

度

は

、
「

書

道

」
「

バ

ル

ー

ン

ア

ー

ト

」
「

美

術

」
「

シ

ン

セ

サ

イ

ザ

ー

」
「

琉

球

空

手

」
「

英

会

話

」

「

茶

道

」
「

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

」
「

わ

ら

で

っ

ぽ

う

」

「

お

琴

」
の

親

子

活

動

、
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

感

謝

の

会

、

さ

く

ら

合

唱

団

の

発

表

を

行

い

ま

し

た

。

最

後

の

振

り

返

り

で

は

、

子

ど

も

た

ち

が

頑

張

っ

た

こ

と

を

堂

々

と

発

表

し

ま

し

た

。

発

表

に

会

場

か

ら

は

惜

し

み

な

い

拍

手

が

送

ら

れ

ま

し

た

。

児

童

作

品

展

と

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

ル

ー

ム

で

の

Ｐ

Ｔ

Ａ

バ

ザ

ー

も

行

わ

れ

ま

し

た

。

団唱合らくさスンマ－ォフパ道書展品作童児

「
後
援
会
」
に
つ
い
て

本
校
「
後
援
会
」
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
四
十
二
年
三
月

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
発
足
当
初
の
会
員
数
は
２
２
６
世
帯

で
年
会
費
は
一
世
帯
あ
た
り
二
百
円
で
し
た
。
会
則
の
「
目

的
」
に
は
「
全
会
員
一
体
と
な
り
、
教
育
の
向
上
発
展
を
期

す
る
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
地
域
の
皆
様
の
教
育
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
、
ま
た
、
本
校
教
育
に
対
す
る
期
待
の

大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。

今
年
で
五
十
一
年
目
を
迎
え
た
現
在
、
会
員
数
は
４
０
５

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
後
援
会
費
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
「
校
内
の
施
設
設
備
の
充
実
」
や
「
学
習
教
材
」
な
ど
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

吉 東 小 フ ェ ス テ ィ バ ル

本
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
第
三

金
曜
日
に
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
収

益
金
は
、
教
材
教
具
や
環
境
の
整
備
な
ど
に
役
立
て
て
い

ま
す
。

後
援
会
員
の
皆
様
で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
面
倒
で
も
学
校
ま
で
お
持
ち
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
（
校
舎
東
側
に
収
集
箱
）

毎

月

第

二

水

曜

日

に

「

読

み

語

り

」

を

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

「

ら

こ

ん

て

」

の

方

た

ち

に

よ

り

実

施

し

て

い

ま

す

。

六

名

の

方

た

ち

が

各

学

年

教

室

に

分

か

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

の

学

年

に

応

じ

た

本

を

読

ん

で

く

だ

さ

い

ま

す

。

子

供

た

ち

は

お

話

の

世

界

に

引

き

込

ま

れ

、

集

中

し

て

聴

い

て

い

ま

す

。

読 み 語 り ボ ラ ン テ ィ ア

Ｐ Ｔ Ａ バ ザ ー お 琴 シ ン セ サ イ ザ ー
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